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67　　　　 卵巣摘 出骨 質量 に 及 ぼす影響 に関す
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〔目的〕卵 巣摘 出 は エ ス ト ロ ゲ ン （E） の 急激 な

減少 を招来 し骨代謝 に 影響 を与 え る 。 我 々 は 卵巣

摘 出婦 人 の 骨 質量 を 測定 し た と こ ろ，20代，30代

の骨質量 の 低下は緩徐で，40代 の 著 しい 骨 質量 の

減少 とは 対照 的 で あ っ た。そ こ で 加令が卵巣摘 出

後 の 骨代謝 に どの よ う な 影響を 及 ぽ す か を検討 し，

卵巣摘出後 の 治療法 を決定す るた め に こ の 実験 を

行 っ た 。 　 〔方法〕 S − D 系の 8 週 令 ， 16週令 ， 24
〜30週令 ， 32週令以 降 の 4 群 の ラ ッ トを 実験 に 用

い た
。 そ れ ぞ れ 30匹 を 1 群 と し た 。 実験 開始時 に

10匹 を屠 殺 し，骨質量 ，血中骨代謝指標 （Ca，P ，

E2，CT，PTH ）を測定 した 。 卵摘群 IO匹 は 3 カ月後

に 対照群 と共 に 屠殺 し，同様 に 骨質量，骨代謝指

標を測定 した 。な お 骨質量 は DEXA 法 （Aloka 社

製 ， DCS − 600）を用 い ， ラ ッ ト大腿 骨全 骨質量

（FD ）を 測定 し た 。　 〔成績〕   8 週令， 16週令 の

FD は そ れ ぞ れ 94．9± 3．0 （  ／cdi），101．7土 40 で

あ り ， 3 カ 月 後に は ，対照群 で 112．4士 5．8，114．2

± 5．9 と 増 加 し た 。 し か し卵 摘群 で は 96，1土 1．O
，

100．9± 5．5 で あり増 加 は 認あ なか っ た 。   24週令 ，

32週 令 の FD は そ れ ぞ れ 117．6土 8．3
，

115．8± 3，1

か ら卵 摘後 は 1044 ± 7，7 （Pく〔｝．05），106．7 土 8．7

（Pく 0，05）と骨 量減少 が見 られ た 。 骨代 謝指標 は

4 群 に お い て 卵摘 に よ る E2 の 低下以外に は 、

・自
．
意

な変化 は 認 め な か っ た 。 　〔結論〕骨形成 の 盛ん な

若年 ラ ッ トは卵摘 に よ り骨量減少 は見 られ なか っ

た が ，骨 量増加 が 有意 に 抑制 さ れ た 。 し か し高令

ラ ッ トで は 卵摘 に よ り著 しい 骨量 減少 が 認 め られ

た 。
こ の こ と は 若年卵摘 婦入 で も骨形 成を促進す

る た め に 治療が 必要 で あ る こ と が 示唆さ れ る 。

［目的］肥 満症 に おけ る内臓脂肪の 蓄積 が、糖尿病や

高血圧 等 の 内科的合併症に 対 す る 悪 影響が報告 さ

れ て い る が 、 肥満婦人 の 月経異常や排卵障害 に 対

す る 影 響 に 関 す る報告は な い
。 脂肪分布 と性機能

との 関係を明 らか に する 目的 で 以下 の 検討を お こ

な っ た 。 ［方法］Kaup 指数 27以 上 の 単純性肥満婦

人 28 例 を対象 と した 。 体内脂肪分布は松沢 らの 方

法に よ り測定 した 。 すな は ち、臍部 の 高さ の CT ス

キ ャ ン 像か ら内臓脂肪 （visceral 　 fat）と皮下脂肪

（subcutaneous 　 fat）の 面積を、ペ ーパ ーカ テ ィ ン グ

法に よ り測定 し、両者 の 比 を V ／ S比 と し、0．3以

上 を内臓脂肪蓄積型 （V 型）、 0．3未満 の 場合を皮

下蓄積型 （S型） と した 。 ［成績］28 例中 V 型は 13

例 、 S 型は 15 例 で あ っ た 。 平均年齢は V 型 は 28．3

歳、S型 は 30．0 歳 、 平均 Kaup 指数 は 、
　V 型 34．6、

S型 30．9 で あり有意差 はなか っ た 。 月経異常は V

型に 8例、S型 に 2例認め られた 。
　 V 型に 糖尿病が

4 例、高脂血 症 は 3 例み ら れ た が、S 型 に は認め ら

れ な か っ た 。 内分 泌学 的検 査 で は 平 均 Free

teststerone 値 は V 型 3．3nmol ／1、
　S 型 1．84nmol

／ 1で あ り有意 （pく0．05）に V 型が高 く、sex　hor皿one

binding　globlin （SHBG ）は V 型が 8．2nmol／

i、 S 型 38．Onmol ／ 1で あ り有意 （p〈O．　05）に V 型で

低 値 を 示 し た 。 Total　 testosterone ，

Androstendione，　 DHA
，
　DHA − S に は差は み られ

な か っ た 。 ［結論］V 型 で は 、 SHBG の 低下 に よ り

Free　 teststeroneが増加 し月経異常 の 原因に な っ て

い る こ とが示唆 さ れ た 。 内臓脂肪は門脈を通 り肝

へ の 直接経路を持ち SHBG の 生成に お よ ぼ す悪 影

響が考 え られた 。
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